
 

武蔵野市地域公共交通網形成計画（素案）【概要】 
この計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく計画で、「地域公共交通の基本

計画」としての役割を果たすものです。計画の策定及び施策の実施については、交通事業者を含めた
武蔵野市地域公共交通活性化協議会と連携して推進していきます。 

策定の背景と目的 

 武蔵野市の公共交通は鉄道、路線バス、ムーバス、タクシーで形成され、福祉交通も含め、高い水
準の交通ネットワークが保たれています。平成 6（1994）年度に交通行政の体系的な計画である「武
蔵野市市⺠交通計画」を策定し、平成 21（2009）年度には、「市⺠交通計画」の公共交通部⾨として、
「武蔵野市地域公共交通総合連携計画（以下「総合連携計画」という）」を策定しました。その後、総
合連携計画の策定から９年間が経過し、高齢化の進展や高齢者人口の増加、交通事業環境の変化や技
術革新など交通を取り巻く環境が大きく変化しており、高齢者・子育て世代等の移動手段確保や駅を
中心としたまちづくり、自転車交通との連携・役割分担など、新たな課題への対応が求められていま
す。 

こうした中、本市における地域の課題や公共交通の現状・問題点などを踏まえ、市が目指す将来都
市像を実現するうえで地域公共交通の果たすべき役割を明らかにするとともに、市⺠の生活と移動を
支援し、かつ、持続可能な地域公共交通を実現するため、そのビジョン、目標及び施策体系を示すマ
スタープランとして、「地域公共交通網形成計画」を策定します。 

計画の位置付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

計画の期間 

計画の期間は５年間を基本としていますが、武蔵野市都市計画マスタープランの見直し時期と合わ
せるため、今回は令和２（2020）年度から令和７（2025）年度までの６年間としています。ただし、
期間内においても必要に応じて計画の見直しを行うこととします。 

まちづくりの方向性
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武蔵野市第3期健康福祉総合計画
武蔵野市高齢者福祉計画・第7期
介護保険事業計画
武蔵野市地域防災計画
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武蔵野市の地域公共交通の課題 

 

基本理念 
「誰もが安⼼して暮らし続けられる魅
⼒と活⼒があふれるまち」 づくりに貢
献する持続可能な交通体系の構築 

 
 

基本⽅針① 高齢になっても障害があっても
住み慣れた地域で暮らし続けられ、⼦育て
世代も移動しやすい地域公共交通 
  

基本方針・基本目標 

基本⽅針② 住む⼈・訪れる⼈にとって、分
かりやすく利⽤しやすい地域公共交通 
 

基本⽅針③ 多様な関係者と連携し、地
域や経済に活⼒をもたらす地域公共交通 
 

目標① 利便性の高い公共交通ネット
ワークが維持されている 

目標② 交通・福祉等の分野の垣根を
超えた取り組みにより、市⺠の移動が保
障されている 

目標⑥ 交通サービスを提供するための
基盤（交通環境）が整っている 

目標⑤ ３駅周辺において「安全で歩い
て楽しいまち」が形成されている 

目標③ 駅周辺の交通需要の平準化
が図られている 

目標④ 誰もが迷わず分かりやすい情報
が提供されている 

 

施策⑤ 分かりやすい情報の提供 
⑤-1 公共交通の総合案内板及び総合案内マップ 
⑤-2 主要拠点での情報提供強化 
⑤-3 バスナビによるリアルタイム情報提供 

施策③ 交通・福祉分野の「間」需要への対応 
③-1 新たなタクシーサービスの検討 
③-2 バス＆ベビ吉による⼦育て⽀援移動サービス 
③-3 ちょいのり・相乗りタクシー 
③-4 福祉タクシーの周知・利⽤促進 

施策② 福祉交通の維持・確保 
②-1 「レモンキャブ」・「つながり」 などによる武蔵野版・福祉

交通の継続 
②-2 主要拠点における福祉⾞両の乗降場所の確保 

施策④ ⾃転⾞交通等とバス交通の連携 
④-1 バス＋⾃転⾞ MaaS アプリの検討 
④-2 サイクル＆バスライドの検討 
④-3 パーク＆バスライドの推進 
④-4  

施策⑥ 駅周辺まちづくりと連携した交通空間の有効活⽤ 
⑥-1 「NEXT-吉祥寺」に基づく歩⾏者が優先される“歩いて楽

しいまち”の形成 
⑥-2 「三鷹駅北⼝街づくりビジョン」に基づく“ゆとりある駅前空

間”の創出 
⑥-3 武蔵境駅周辺における“安全で歩いて楽しいまち”の形成 

施 策 

施策① バス交通の⾼密度ネットワーク・⾼頻度サービス
の維持 

①-1 路線バスとムーバス事業による⼀体的なサービス提供 
①-2 ムーバスの持続可能な運⾏に向けた⾒直し 

施策⑦ 運⾏環境の整備 
⑦-1 ムーバスブランドを活⽤した乗務員確保の取り組み 
⑦-2 バス待ち環境の整備 
⑦-3 次世代環境対応⾞両等の普及促進 
⑦-4 新たなモビリティの必要性・可能性についての検討 

 
 

課題① 交通モードの連携・役割分担により、多種多様な移動ニーズに対応することが必要 
課題② 地域共⽣社会※に対応したきめ細かな地域公共交通の形成が必要 
課題③ ⾃転⾞交通と公共交通の連携が必要 
課題④ 道路空間や駅前空間の効果的な運⽤が必要 
課題⑤ 武蔵野市の状況に適した分かりやすい情報提供が必要 

令 和 2 年 1 月 


